
全トヨタ労連 ３０期（前）統一テーマ 経過報告シート 嶋口グループ       活動期間：２０２２年１月～３月 

産業目線 

【活動選定項目】 ①カーボンニュートラル（ＣＮ）への対応 

具体的取り組み項目 

・北陸新幹線越前たけふ駅周辺の新たなまちづくりでは、ＤＸ＊（デジタルトランスフォーメーショ ン）や再生可能エネルギーの導入推進等により、

持続可能な経済と環境が両立する「フォレストシティ＆ 越前市版スマートシティ」の実現を目指しています。 

・二酸化炭素の排出量削減につながる取組みについて、市民や事業者がすぐに取組めるよ う、省エネ行動とそれに伴う二酸化炭素削減効果などを分か

りやすくまとめ、周知します。 

前回まで 

活動状況 

・市民がゼロカーボンへ向けての「みんなで止めよう 地球温暖化」と題して家庭で実践１０の取り組み～脱炭素社会実現のために～を展開 

・「越前市ゼロカーボンシティ宣 言」を行い、２０５０年までに二酸化炭素実質排出量をゼロにすると いう目標の実現に向けて、国と同じ目標に向か

って、市民・事業 者・行政が一体となって取り組んでいくという姿勢を示しました。 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

今後の活動 

・脱炭素社会実現に向けて事業所や工場で実践するべき CO2 の削減につながる取り組みを実施 

・令和１２年までに、設置可能な公共施設数の５０％に太陽光 発電設備導入を目指します。  

・新たに公共施設を建設する際は、太陽光発電設備の設置を 検討します。 

・電気自動車、燃料電池自動車の導入及び導入支援を進める。 
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